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1 当該大学 ･学部 ･研究科の理念に基づき適切な目的が設定されているか｡
2 当該大学 ･学部 ･研究科の理念 ･目的 ･教育目標 とそれに伴う人材養成等の目的は高等教育
機関として適切か｡






























2 評価項目 3/学士課程の教育内容 ･方法 達成度による評定






































































































































【評価項目31-2 修士課程 ･博士課程 ･専門職学位課程の教育内容 ･方法
達成度による評定









1 当該研究科の理念 ･目的 ･教育目標を実現するための教育課程 となっているか｡その特色は
何か｡
2 当該研究科の教育目標を達成 し､十分な成果をあげうるような教育 ･研究指導内容が整備さ
れているか｡
博士前期課程における教育課程の設計は､貴学部における5コースに対応 している｡すなわち､















































































【評価項目3】-2 修士課程 ･博士課程 ･専門職学位課程の教育内容 ･方法
達成度による評定































3 評価項目 4/学生の受け入れ 達成度による評定
大学 ･学部 ( A B_ C D 不能













1 当該大学 ･学部 ･研究科は､理念 ･目的に応じた適切な学生の受け入れ方針を定めているか｡


































4 評価項目 6/研究環境 達成度による評定































5 評価項目 8/教員組織 達成度による評定
大学 ･学部 ( A B 旦 D 不能










































6 評価項目 10/施設 ･設備 達成度による評定
大学 ･学部 ( A 旦 C D 不能
大学院研究科 ( A B C D 不能
(概評) 〔到達目標に言及しつつ達成度評価の観点から500字程度〕
(達成度評価)
1 当該大学･学部 ･研究科の理念 ･目的を達成するよう教育 ･研究を行う上で､十分な施設 ･
設備を整備しているか｡
2 当該大学･学部 ･研究科の施設 ･設備を適切に管理 ･運用 しているか｡
貴学部は､湘南ひらつかキャンパスに立地する｡貴学部が利用するのは､ 1号館､6号館および























のコースを設けることである｡学部の理念 として ｢国際人の養成｣ をかかげており､国際経営学科
の理念としても適切である｡そして､三つの教育目標 (経営学の基本的知識と専門的能力の修得､
問題解決能力の修得､意見の形成表現能力の修得)を掲げており､経営学および国際経営学を学ぶ
学生の育成目標として評価できる｡
貴学部の教育方法については､いくつかの評価できる施策がある｡他学部に先駆けて基礎演習を
導入したこと､国際経営の学修手引きとなる 『ティーチングスタッフによる国際経営用語500選』
(経営学部編)を1年生の全員に配布していることは､授業の理解の促進などの効果が期待できる｡
演習科目は1年次前期の基礎演習Ⅰから卒業年次まで毎年いずれかの演習に所属し､卒業論文を必
修 とすることなど評価できる｡そして専任教員がアドバイザーとなって､学生一人ひとりの相談に
応じる体制をとり､全員がオフィス ･アワーを設けて学生との面談に当てていることも評価できる｡
演習をはじめとする学修成果の発表の機会 (インターゼミナール大会の開催､懸賞論文の募集､イ
ンターンシップ成果報告会､外国語スピーチフェスティバルの実施など)を設けていることも､学
生に学修のインセンティブを与え､その成果を確認する機会を提供するものとして評価できる｡ま
た､学生の定員管理も適切に行われている｡教員による学生の教育に関しては成果を確認できるが､
研究成果については更なる努力が望まれる｡貴学部が力を入れた国際教育については､一定の成果
が見られるものの､今後事務体制の充実そして新たなプランの構築が望まれる｡現在､学部の将来
構想を立案中であるが､グローバリゼーションの時代を担う学生像を明確にしたマスタープランの
作成が望まれる｡
教員組織に関しては､大学設置基準との関係で問題ないとしても､大学の定員配置計画との関係
では不足教員は充足する必要がある｡また教員-人当たりの学生数が40人を超えるので､この点で
も教員の充足が不可欠である｡専任教員の年齢構成を見ると､50歳代の教員が著しく多くなってお
り､是正する必要がある｡また､貴学部が立地する平塚キャンパスでは､全体的に教育施設が狭陰
であった｡しかし､新棟の建設､図書室の拡張計画などがあり､狭陰な施設の改善が進んでおり､
計画中のものの速やかな実施が望まれる｡大学院については､博士前期課程は定員を確保しており
教育の成果が上がっている｡しかし､卒業生がほとんど後期課程に進学せず就職することを考える
と､教員の指導方法を社会人育成に変えること､博士後期課程の進学者が少なくかつ博士号を取得
することなく終了する院生が半数に上ることなどさらに改善を要する0
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(i)｢点検 ･評価報告書｣に対するコメント
『点検 ･評価報告書』は､おおむね要件を満たしているものの､到達目標の設定が抽象的でなお
具体的になっていない項目がある｡目標の達成状況を確認できる､指標を明確にして､点検の作業
が改善に活かせるようにすることが望まれる｡今後､PDCAサイクルを保障する自己点検評価体
制を全学的にそして学部内においても構築する必要がある｡
以 上
[付記】 経営学部に係る本評価結果は､財団法人大学基準協会による ｢2009年度神奈川大学認証評
価｣において､専門分科会による書類審査並びに実地調査を踏まえて大学全体の総合評価
を形成するための基礎資料として作成されたものである｡本学に対する今回の認証評価結
果は､同協会によって社会に公表されるとともに､本学においても大学ホームページに掲
載されて広 く関係者に情報開示される｡経営学部では､今後の学部教育の一層の改善に取
り組む上での貴重な資料として活用するため､同協会の評価 ･意見形成の基礎 として内部
的にまとめられ､本学に参考 として提示された経営系専門分科会報告書を､本ERシリー
ズN0.3に掲載することとした｡
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